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対し食道重全摘を施行し ao.n, Pl0, M0, Stage il, 
































現在の超音波内視鏡の精度からは mm 以下， sm,
































































































ノレニアの合併率が高く， Savary& Miller分類で stage
E以上の，潰蕩配列では遠藤分類のEまたはII+I型
の占める割合が高かった
2. LES圧は，難治例は易治例・正常例に比べ，また
易治例も正常例に比べ有意に低下していた．
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3. 食道排出能は，難治例は易治例に比べ遅延傾向が
認められ，難治例，易治例共に正常例に比べ有意に低
下していた．
4. 下部食道一次嬬動波高は，難治例は易治例・正常
例に比べ，有意に低下し易治例も正常例に比べ低下傾
向が認められた
5. H2 blocker難治例に対して．消化管運動賦活調整
剤 Cisapride併用療法は有用と考えられた．
特別演題
『食道静脈癌の病理』
ーとくに内視鏡的硬化療法の功罪につ
いて一一
久留米大学医学部第一病理
助教授荒川正博先生
